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7・12豪雨大災害がなぜ起きた?

阿蘇市立一の宮中学校 1年 梅木麻衣

1 研究の動機

今年の 7月12日に九州北部を襲った災害は、私たちの住む阿蘇にもたくさんの影響をあたえまし

た。そこで、なぜあんなに大きい規模まで広がったのかを知りたくて、この研究をしようと思いま

した。

2 研究の構想

研究 1:地形分析…調査 研究2:土壌分析…調査 ・保水率実験 ・崩壊傾斜角度実験

研究3:気象分析…調査

3 研究の方法

(1) 研究1

ア 同土地理院データー調査。現場踏査。

(2) 研究2

ア 国土地理院及び国土交通省データー調査。

イ保水率実験

ベットボトルの底を切り、口にガーゼを取りイ寸けて乾燥した 3種類の土100cnfを入れ、 50mL

の水を上から入れ何%保水できるか調べる。

ウ 崩壊傾斜角度実験

3種類の土それぞれ100cnfにふくまった水の量が各10%をつくり石板の上の 3種類を均等に

平らにのせ、石板の角度を30
0

、45
0

、60
0

に設定し、上から水100mLを流し、目視劃定で崩壊

面積を測り調べる。

(3) 研究3

気象データー調査

4 研究の結果

(1) 研究 1・地形分析

阿蘇火山は、日本有数の活火山で

ある。東西18km、南北25kmの大きい

凹形カルデ、ラとその中にある中央火

口群からなり、 30万年にわたる複雑

な活動 ・成長の歴史を経て、今日に

至ったものである。

<カノレデラの地形>

表 1

阿蘇の地層

ASO-1以前

ASO-1 

ASO-2 

ASO-3 

ASO-4 

ASO-4以後

年代 地質

60万年前 輝石安山溶岩

27万年前 溶結凝灰岩

14万年前 溶結凝灰岩と未圃結の火砕物

12万年前 未園結の火砕物

9万年前 " 
9万年~現在 降下火山灰

カルデラは急崖に固まれた大きな凹地である。南北に長いカルデ、ラ内の、やや南上りに中央火

口群が密集しているのでカルデラ内の低地も南北に 2分される北の広く平坦な谷を阿蘇谷、南の

谷を南郷谷左いう。南郷谷を西に流れる白川|は、カルデラの西線で阿蘇谷の水を集めた黒川Iを合

わせ、立野を通って西方熊本平野へ流下する。阿蘇谷の北側カノレデラの北壁は高度差300m程度

で、その上面は平坦である。 一方南郷谷の南側、カルデ、ラ南壁は高度差300'""'-'700m。深い谷と尾

根が交互し、北壁とは対照的な彫りの深い地形を作っている。カルデラ外側の地形は、東と北側

は火砕流によって作られたきわめて緩傾斜 (1'""'-'2
0

) の台地が広がる。また南と西側は古い火

山の山腹で10
0

前後の斜高からなり、その外側に阿蘇火山火砕流の台地が接している。

(2) 研究2・@保水率実験 ・⑫崩壊傾斜角度実験

女土の採集地…災害現場→阿蘇市坂梨 火山灰→阿蘇市波野

田んぼの士→阿蘇市黒川
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⑫崩壊傾斜角度実験@保水率実験

く図 1> ケース1 :ふくまった水の量10%
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(3) 研究3・気象分析

観測地点 :阿蘇乙姫

統言|期間 :1981年"-'2010年

平均気温 :12.9
C
C 

年間降水量:2831.6mm 

災害時の雨量(阿蘇乙姫)

く図 2>

く表2>

-------、司
l月

最 ltJ気温代、 6.6 

平均気温的 1.1:l 

最低気温('{:) 2.8 

降 イく 量bι) 89.5 

7月12日 A:vt1 : 00"-'7 : 00 (阿蘇市役所調べ)

459.5mm 
く阿蘇di>
死亡 :21人行方不明 ・1人

全半壊:1223棟壊床下浸水 :615棟

5 研究の考察

2月 3月 4月

H.4 12.1 17.7 

:l.l 6.5 11.7 

-1.8 1.1 5.7 

121.5 210.1 213.3 

5月 6万 7月 8月

22.0 24.6 27.9 2R.9 

16.3 20.0 2Hi 23.白

10.7 15.8 20.2 20.1 

282.1 579司8570.7 252.7 

く研究1・地形分析> ~ 企

雨水の保水率は平地に比べて若手林が高いと 弓ーわ

れている。 しかし、それよりも保水率が高いのが

9月 10月 11月 12月

2~.9 20 .. 1 lfi.日 9.:1 

:W.5 14.4 ll.Y 3.7 

16.3 9.2 3.5 -1.3 

231.0 106.5 98.1 71.0 

甫ー原である。阿蘇カルデラの、特に阿蘇谷の外側は広々とした草原であるc 草原の先端は急崖の状

態で阿蘇谷に立っているc 短時間の雨量にもよると思うが、危険な場所だと想像できるc

<研究2・土壌分析>

保水不~験と崩壊傾斜角度実験から ・

-災害現場の土は、火山灰の土と同じであることが分かる。

-田んぼの土よ りも、他の 「災害現場」と 「火山灰j の土の方が、水をふくみやすいc

※しかし、水をAベみやすい 1:ほど、雨が多く|咋ったときは、くずれやすいこ左が分かつたc

<研究3・気候分析>

-過去30年間の半均の 7月の雨量は、570.1凹で、今回の 7封12はの 6時間で、159.5凹であった。

これは、 1カ月分の雨量、約80%が降ったことと同じである。

-災i再現場の土の吸収できる水の量(保水率)をはるかに上回っていることが分かるし

まとめ

研究の結果から、災害のあった地域は、保Aく率は高いが/.Kをふくんだ、状態では崩れやすいことが

分かつた。今回の災害の起きる前後のUにちで、1年間の雨量の約70%以上の雨が集中 して降って

いる。だから、災害が起きる前にできることをしておくことが大切である。

例えば、避難をしておくことや災害の下想をする。吸収しやすい土の上に吸収しにくい土をまぜ

ておくなど3 まずは、私にできるこ とからやっていきたい。
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